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地 域| 舘 |花房博士 |西欧文明国
大都市 100以上 1∞以上 1∞以上
中都市 40-1∞ 50-1∞ 20-100 
小都市 20-40 20-50 5-20 
地方都市 10-20 10-20 2- 5 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































造』講談社， 1972: 91， 101)。これを単に「産業社会を制
御する情報センター」と解すると(川添登「都市と技


















Arnold J. Toynbee (1889ー 〉。本稿使用
書は， "Hellenism: The History of a CiVl' 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6. 都市の記号学 H. JレフェーブIレ
Henri Lef色breはフランスのマルクス主義的
哲学者，本稿使用書は『都市への権利JI(森
本和夫訳)，筑摩双書， 1969。
1 r都市の記号学」
(l)制度・作品としての都市
r ..…都市は，ひとつの中間部，近い秩序と呼ばれる
もの(大きさも組織化や構造化の程度もさまざまな集団
のなかにおける諸個人の関係，これらの集団のあいだの
関係)と遠い秩序すなわち大きくて強力な制度cr教会J，
「国家J)とか成文化された法規や成文化されない法規と
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かく文化〉やさまざまの意味する総体とかによって規制
される社会の秩序との途中に位置するのである。遠い秩
序は，かの〈上位の〉水準，すなわち権力を付与された
水準に設立される。それは自分を押しつける。抽象的，
形式的，超感覚的で一見したところ超越的なこの秩序
は，イデオロギー(宗教的，政治的〉の外側では考えら
れない。それは，道徳的および法律的な原理を含んでい
る。この遠い秩序は，実践的=感覚的な現実のなかに投
影される。それは，そこに書き込まれることによって，
見えるものとなるc この秩序は，近い秩序のなかで，近
い秩序によって，説得する。このことが，その強制j的な
カを補うのである。この秩序は，直接性によって，直接
性のなかにおいて，明白なものとなる。都市，それはさ
まざまな媒介のなかのひとつの媒介である。都市は，近
い秩序を内包しつつ，それを維持し，生産や所有の諸関
係を保持する。都市は，それらの関係の再生産の場であ
る。都市は，遠い秩序のなかに内包されつつ，その秩序
を支え，それを体現し，それを地所(風景)の上に，面
の上，直接的生活の面の上に投影し，それを記文し
プレスタリール
それを処方し，考察によらなければそのようなものと
して捉えることのできないより大きな文脈のなかにあ
るテクストとして，それを書く〔コリJoJ
〔ルフェーブル1969;70ー 71)
「都市は，たんに相対的に連続的な〈総体的過程;:TC交
換におけるその諸帰結をともなった時代の経過のなかの
物質的生産の増大，あるいは合理性の発達のごとき)に
応じて変貌するばかりではなく，また生産様式における
〈都市=田舎〉の関係、における，階級や所有の関係にお
ける深い変化にしたがっても変貌する。ここでは，正し
い進み方は，最も一般的な知識から，歴史的な過程や非
連続に関する知識へ，それらの知識の都市のなかへの投
影あるいは屈折へと，そしてまた逆に，都市現実に関す
る特定的・特殊的な知識から，それらの総体的な文脈へ
と赴くことである。
都市とか都市的なるものとかは，階級や所有の関係か
ら由来する諸々の制度なしには理解されることができな
い。不断の作品であり行為である都市それ自身，特殊な
制度，すなわち自治体を生み出す。最も一般的な制度，
すなわち国家とか支配的な宗教やイデオロギーとかに属
する制度は，それらの所在地を政治的，軍事的，宗教的
都市のなかに持っている。それらの制度は，そこで，行
政的・文化的な独自的に都市的な諸制度と共存する。そ
のことから，社会の変化を貫いてのある種の注目すべき
連続が現われるのである。」
(同書;80) 
「そんなわけで，都市は作品であり，たんなる物質的
生産物よりはむしろ芸術作品に比すべきものである。都
市の生産とか，都市のなかにおけるさまざまな社会関係
の生産とかが存在するにしても，それは物資の生産であ
るよりは，人間存在による人間存在の生産および再生産
なのである。都市は歴史を持っている。都市は歴史の作
品，すなわち歴史的諸条件のなかにおいてこの作品を完
成するところのはっきりと確定された人々や集団の作品
である。諸々の可能性を許すものであると同時に限定す
るものであるそれらの条件は，それらの条件から，それ
らの条件のなかで，それらの条件によって生まれるもの
を説明するのに，けっして十分ではない。西欧の中世が
創り出した都市がそうであった。......J 
(同書;71-72) 
(2) I都市の記号学的分析」
「したがって I都市」の記号学は，この上なく大き
な理論的・実践的興味を呼ぶものである。 I都市Jは，
諸々の信号を発し，また受ける。これらの信号は，理解
され，あるいは理解されない(通信符号化され，解読さ
れ，あるいはされない〕。したがって， I都市」は，意味
するものと意味されるもの，意味と意義のごとき，言語
学から出た概念にしたがって捉えられることができる。
とはいえ I都市」を，諸々の意味や意義の，したがっ
て諸々の価値の体系〔唯一の体系)とみなすことができ
るためには，この上なく大きな留保や用心が必要であ
る。ここでも，他の場所でと同様に，いくつかの体系(あ
るいはこういった方がよければ，いくつかの下次体系〉
が存在する。しかも，記号学は，都市の実践的・イデオ
ロギー的な現実を汲みつくしはしない。意味の体系とし
ての都市の理論は，ひとつのイデオロギーへとむかう。
それは，<:;都市的なるもの〉を〈意味するもの=意味さ
れるもの〉という関係に帰着させることによって，そし
て，実際に知覚される諸々の意味から出発して外挿法を
行うことによって，く都市的なるもの〉を，その形態論
的土台から，社会的実践から，切り離すのである0・…・・」
「本当は，記号学的分析は，多数の水準や次元を区別
しなければならない。都市の諮り，すなわち，街路とか
広場とか空地とかを通過し，そこで起っていること，そ
こで語られていることが存在する。都市の言語体，すな
わち，述語のなかで，身振りや衣裳のなかで，言葉とか
住民たちによる言葉の使用とかのなかで表現されるとこ
コノタシオン
ろの或る都市に固有の諸特性が存在する。従属的意味の
デノタイフ
言語とみなし，表示的体系(ここでイエルムスレウ〔構
造言語学の開拓者のひとりとみなされるデンマークの言
語学者。 1899ー 〕とグレマス〔リトワニア生まれのフラ
ンスの言語学者。パリ大学付属高等学術研究院歴史・言
語学部一般意味論研究科教授〕の用語を用いるならば)
の内部の第二次的な派生的体系とみなすことのできる都
市言語が存在する。最後に，都市の文章，すなわち，都
市の獲の上とか，諸-々の場所の配置やそれらの連鎖とか
都市の概念・各論8(補論〉 155 
のなかに記入され処方されるもの，つまり都市のなかに
おける都市の住民たちの時間割が存在する。
記号学的分析はまた，諸々の水準，すなわち，意義素
あるいは意味ある要素(直線あるいは曲線，表示法，入口
や門や窓や隅や角などの基本的形態)の水準一一形態素
あるいは意味する物体(家屋，街路など)の水準一一そ
して最後に，都市そのものをも含む意味する総体あるい
は超=物体の水準を，区別しなければならない。
どのようにして総体性が意味されるか(権力の記号学〉
一一どのようにして都市が意味されるか(これが本来的
に都市的な記号学である〕一一そして，どのようにして
諸々の生き方や住み方が意味されるか(これは日常生活
の記号学であり，居住することや居住地の記号学である〕
を研究しなければならない。自然から，すなわち地方や
風景(たとえば樹木〕から由来する諸々の意味を捕えて
提示するものとしての都市と，記号の消費の場所として
の都市とを混同することはできない。それは，祭りと通
常の消費とを混同することになるであろう。」
E 都市への権利
(1)都市の定義
(同書:94-97) 
「ここで，都市を定義しておくべきであろう。概念は
それを運搬する諸々のイデオロギーから徐々に取り出さ
れるのだというのが正確であるならば，概念はこの歩み
の途上において定式化されるはずである。したがって，
われわれはここで，地所の上への社会の投影，すなわち
たんに感覚的な風景の上ではなくて，都市や都市的なる
ものを規定するところの，思惟によって知覚され構想さ
れる特殊的な平面の上へめ，社会の投影という都市の最
初の定義を提案する。この定義をめぐる長い議論が，そ
の欠陥を示した。まず，それはいくつかの補充的な明確
化をうながす。記入され投影されるのは，たんに遠い秩
序，社会的総体性，生産様式，一般的規範だけではなく
て，またひとつの時間あるいはむしろ諸々の時間であり，
リズムでもある。都市は，ひとつの論述的な文章のよう
に読まれるのと同様に，ひとつの音楽のように聴かれる
のだ。第二に，この定義は，いくつかの補足をうながす。
それは，ある種の歴史的，穏属的あるいは発生論的な相
違を明るみに出すけれども，他の現実的な相違，すなわ
ち歴史から由来する都市の諸々の裂のあいだ，都市のな
かにおける分業の諸結果のあいだ，なお存続する〈都市
=領土〉という関係、のあいだの相違を傍に放置してい
る。そこから，おそらく最初の定義を破壊しはしない第
二の定義が生まれる。それは，諸都市聞の相違の総体とし
ての都市という定義である。こんどはまた，この規定が
不十分なものとして現われる。一般性によりはむしろ特
殊性に力点を置きながら，この定義は，都市生活の諸々
の独特性，都市の諸々の生き方，本来的な意味での都市
に住むことを無視しているのである。そこから，複雑性
による，さまざまなパターンとか都市生活のさまざまな
生き方とか(一戸建て，団地，共同所有，借家，日常生
活およびインテリ，職人，商人，労働者におけるその様
態など)の，都市的なるもののなかにおける共存や同時
性による，もうひとつの定義が生まれる。
これらの定義(社会的現実の諸水準と相関的な)は，
網羅的たらんとしているものではなく，他のさまざまな
定義を排除しはしない。もしもある理論家が，都市に，
欲望と欲求とのあいだ，満足と不満足とのあいだの対決
や関係(葛藤的〉を見るとしても，そして彼が都市を〈欲
望の場所〉として描くにまで至るとしても，これらの規
定は，検討され，考察のなかに取り入れられるであろ
う。それらが心理学というひとつの細分化された科学の
領域に限定される意味をしか持たないということは確か
ではない。そのうえ，都市の歴史的役割，すなわち諸々
の過程(交換や市場，知識や資本の蓄積，これらの資本
の集中)の促進とか諸々の革命の場所とかを強調しなけ
ればならないであろう。
こんにち，諸々の決定の中心となることによって，ある
いはむしろ決定の諸中心を寄せ集めることによって，現
代都市は，社会全体の(たんに労働者階級のみならず非
支配者的な他の諸々の社会階級の)搾取を組織すること
によって，その搾取を強化している。このことは，現代都
市は生産や資本の集中の受動的な場所ではなくて，<都
市的なるもの〉はそれなりに生産のなかに(諸々の生産
手段のなかに)参加しているということを意味する。J
(同書:85-87) 
(2) 都市への権利の意味
「かなり奇妙なことだが，自然への機手IJ(田舎とか
〈純粋の自然〉とかへの権利〉が，何年か前から，余暇
のおかげで，社会的実践のなかへ入っている。それは，
都市の騒音や疲労や〈収容所的〉世界にたいする，いま
や陳腐となった非難(都市が腐敗し，破砕しているとき
に)を通じて進行した。奇妙な進行とわれわれはいう。
というのも，自然が交換価値のなかに入り，商品のなか
に入っているのだからである。自然が，買われ，そして
売られるのだ。商業化され，工業化され，制度的に組織
された余暇は，ひとが取引きしたり売物にしたりするた
めに係わり合うこのく自然性〉を破壊する。〈自然>，
あるいは自然と称されるもの，自然から生き残るもの，
これらは余暇のゲットー，享楽の切り離された場所，<創
造性〉の隠れ家となる。都会人たちは，たとえ都市性を
もたらしはしないにせよ，彼等とともに都市的なるもの
を運搬する/ 彼等によって植民地化されて，田舎は諸
々の美質，すなわち農民生活の諸々の特性や魅力を失っ
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た。都市的なるものは，田舎を劫掠する。この都市化さ
れた田舎は，住民や居住地や居住することの大きな悲惨
の極端な場合である剥奪された田舎性に対置される。自
然への権利とか田舎への権利とかは，みずから自己を破
壊するのではなかろうか。
この権利あるいは擬似=権利にたいして，都市への権
利は，訴えとして，要請として，告知される。驚くべき
迂路一一郷愁，観光，伝統的都市の中枢への回帰，現存
する，あるいは新たに精錬される中心性の訴えーーーを通
って，この権利はゆっくりと進行する。自然の要求は，
段損されたまま刷新されていない都市，<本当に〉存在
する以前に疎外された都市生活を逃れようとする傾向と
して，間接的に発言される。自然への欲求や〈権利〉は，
都市への権手IJに逆らうものだが，それを避けることには
成功しない。(このことは，破砕した都市の繁殖を前に
して，広大な〈自然的〉空間を守るべきではないという
ことを意味しはしない。〕
都市への権利は，たんなる伝統的な諸都市への訪問あ
るいは回帰の権利として構想されることはできない。そ
れは，変貌させられ，刷新された都市生活への権利とし
てしか定式化されることができない。出会いの場所であ
り，使用価値の優位性であり，諸々の財貨のなかの至高
の財貨の位へと昇った時間の空間のなかへの刻み込みで
ある〈都市的なるもの〉が，その形態学的土台，その実
践的感覚的実現を見出しさえするならば，都市の織り目
が田舎とか農民生活から生き残っているものを締めつけ
るとしても，たいしたことではない。このことは，科学や
芸術の資源を用いての都市や都市社会の完全な理論を予
想する。ただ労働者階級のみが，この実現の行為者，担い
手，あるいは社会的な支えとなることができる。……」
(同書:173-175) 
「都市への権利は，自由への権利，社会化のなかにお
ける個人化への権利，居住地とか居住することとかへの
権利などといった諸々の権利のなかの上位の形態として
あらわれる。作品へ(参加する活動へ)の権利や我有化
への権利(所有への権利とははっきりと区別される)は
都市への権利のなかにふくまれる。」
(同書:203-204) 
